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造船協會雑纂附録

時報

第9號昭和22年3月刊行
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遠心分離機硫安機械装置オ一トクレーヴ

（試験用工業用在庫豊富）

反應釜・媛縮釜
フヰル去一フ・レス製藥機械装置

製騨機械装置食用油機械装置真空蒸發雌

具室乾燥機飴・葡萄糖装置合成樹脂製造装置
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‘ 東京製作所
東京都中央厘京橋棋町一ノ五束京製作所ピル

（東京騨八五洲口下車3分） ‘
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17全面的室洞現象を起した翼素に對する側
未發行會報に掲載すべき論文

瞳影響の計算 木下昌雄君
，の別刷謹約に就て 他 、1 名

前號で未發行會報の虚理についてお知らせ致 18 >｢イト・シュナイ〆一推進器の近似解
し， これ等會隷に捲載せらるぺき論文は一論文 法、 谷口 中君
毎に別冊として膝嶌刷とし， これを壷費でお頒 19構造用特殊匪延鋼材の腐蝕試蕊成績（2）
けする旨申上げました。その鍔篭つぼっ御註文 、 ’ 湊 一磨君
もありますが， この際論文の表題及び著者氏名 他 3 名
を~括して次に掲げますから,御入用の向姪20海水中に於ける献鋼の電解腐蝕と推進器
念御註文下さるよう重ねて御甑いいたしますb の電氣的防蝕法 奥田克巳君

他 2 名
，1船の旋回中の見掛の水の質赴に就て

赤崎一 繁君 21水桧鎚についての研究･石田千代治君
22衝撃を受ける梁に就て渡邊惠・弘君

2不連綾縦桁の縦通有蛾奉と睡力集中の間 他 1 名
題 渡邊惠弘君 23船の横動揺中心に就て赤崎 繁君

3球の造波抵抗に對する浅水影響の計算 24没水糖圓燈及び一般水_上船舶の造波抵抗
木下畠雄君 に對する淺水影響の理論並に計算

4河川用木造艀の初期設計及び之に關する

水椛試験報告 山本武藏君 木下昌雄君他 1 名

・木下昌雄君 25鐵筋コソクリート船の一設計
5循綱こ推進器を有する渡船の推進に就て 遠山光一君

青山貞一郎君 他 2 名
6推進器翼敬面形献に開する系統賞識 26棒の槙振動に對する回縛慣性及剪徴力の

近藤忠夫君 ，影響 金澤 武君／’

7軸受白色合金裏付法に就て 27圓形弾性板の遜制振動に就て
飯島 正君 金澤 武君ﾉ

8船燈置振動の固有振動数を求める簡易計 28木船の縦遡度第2報）原．田正道君
碑

算法 吉識雅夫君 29唾縮を受ける船膣黙造部分の挫屈並に睡・
9推進器附近外板厚決定に就ての一考察 壊湿度の研究 吉識雅夫君

松本喜太郎君 30三相式溶接法の研究辻． 影雄君
他． 1 名

10描遥用特殊鋼墜延錐材の工作憎試醸成波

に就て 渋 一麿君 31獺性船塞上に於て熔接連迭せる場合の船
他 2 名 寵の澆み及び残留懸力の計算法

木原 博君
11階段式可奨断面を持つ及注の一解法

、渡逢正紀君 32湊水及び制限水路に於ける遙波砥抗特に
，2試作単純曲げ試験機原田正道君 ，其の不連繊性に就て乾 ‘崇．夫君
13木船の縦鍾度（初報）原田正道君 ． 33船艘抵抗に對する制限水路影響木下昌雄君

､ ， ’4軌條高低記録装踵 研野作一君 34船舶推進問題に於ける二三の簡便法4

15件流に對する淡水影密仁就て 谷 口 中君
木 ~F呂雄君

他 4 名 35蛾系推進器の蹴氣的防蝕法奥田克巳君
’6螺旋推進器の紋率に對する淺水彫響の計

算． 木下昌雄君 、 他 1 名

’
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36電氣的防蝕法の歎學的考察
.、 酒井彦四郎君

37平面構造物の握動に就て

山本善之君

38釘の一設計法 原田正邇君

39補彊板の應力解所 林 毅君
P

、40無肘板式船底縦通材に就て
吉識雅夫君

他 1 名

41波型鋼板の狸度に就て伏見榮喜君

42A及'TL型戦時漂準船に對する渥度的橡 ／
・討と其對策 加藤 守君

他 1 名

43戦後標準貨物船用磯謂に就て
妹尾三郎君／

“辨無往復動汽駿に就て山根繁昌君
45遥波抵抗の成分に就て乾 桑夫君

46造波抵抗の理論應用例二題
木下昌雄君＝

他 2 名

47適期運動を行ふ没水物燈に就て
山本．善之君

48桁回住の旋回運動に就て

重川 渉君

43船型の数式的表示 渡邊恭二君
50漁船の水階試識成績谷口 中君
51航路安定性に就て 元良誠三君
52船舶動揺に於けるピルヂキールの作用と

減衰係数に就て 渡邊悪弘君
53回鱒せる任意断面梁の澆み振動数の一近

側計算 金澤 武君
54回形弾性板の張制振動に就七(第2報）

金澤 武君

55尖鮎のある孔を有する板の應力に就て ′
越智和夫君

56平面骨組梁の摸り剛性寺澤一雄君
ら

他 1 名

57木材接手に關する一痩験
市川愼平君

58木材の平面嵌接 原田正道君
他 ’1 名

59釘の一設計法(級き） 原田正道君
他 1 名

60進水に開する研究 濱田 、距君．

一出席者席者頑田委員長會田主査島田

御鳴，今井木下山ロ清水
各委員

事前回の申合せに依り純噸數135

トン漁船に開する岡面を中心と

して討議したol35トン鰹鮪漁

船の大略の要目は次の通である

’・ 主要寸法' : 1n
垂線間長(雷造船規程)､．．……･ ･･･29.80

同上(鋼型漁船購迭規程案)･･…･29.20

幅･…･･･………･…････.．……･…･･･ 6．00

深………･……･…･･……………・ 2．95

吃水……-．…･…･……………・・ 2．62

排水迭(約)･……･･…………･･････ 295噸

總噸政･…．．…･…･………．．…･…・ 135噸

純噸數…･-…･･…･…･･-.…･……….･60噸

｜蕊童駕剛鴬シーヤ

エ、

キャンパー･--…･……..…….…….0.125

オリヂナルトリム･……･･……･･･0.600

ピルヂレ‘－キ･･･…･…･…。．…･…･0.270

ピルヂサ'－．クル･･･7戸……-………0．800

1就'航…..;.……..………8.5 ．
KTS

速力(試運鱒……堅….…...….苓堤
2． 復原力

出航時乾舷高600mm以上を持ち，

GM約0.600m,復原力限界60o

3． 船倉容穣．

飯料鎗54m3;米輪5j.8m3;燃料油
槽32トン清水槽13 トン

4． 主機其他・ 、
主磯躯働4サイクル無氣噴射デイー
ゼル機關250BIP

5補機

主機,冷却水P(1)2"×2";潤滑油P(1)
羅軌注水P(1)14"×'4"
中次恥嬢動室氣匪搾慢(1)3m3/hx

30kg/cmg(2r)

雑用P(1)10myh×10

kg/cm2(0｡75IP);2"×2〃

中次軸扇動腰(1)4サイクル軍動ディ
ーゼル16BIP ･

重油移動P(1)手動11&''×暇'

一震
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2月の諸會合

6日(木) ．睡氣熔接研究委員會第3分科會第2
回曾合

一時及場所・午後1時30分より4時30分

まで造船協會事務所に於て‘
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（イ）構造上の見地からは小郵船は 、

ライズオププローァが六でありパーキ

ールの方を望ましく思うが， ライズオ
－ ：

プフローアの小さい比較的大型漁船と

なればプラツトキールで差支えないと

思う。然し船力楓のためi乙繊に流され ‐

る場合のことを考える時はパーキール
、

が望ましく，又横揺に對してもパー.キ

ールの深さの深いものが有效に働き，

ピルヂキールよりも長さも長く相當に

敦果窪〕と考えられる。漁船は吃水も

浅く波浪にもまれ乍ら航行する事が多

いのでピルヂキールは餘り有效に働く ‐

ものとは考えられない｡‐ 、

（戸）構造の艶からはフラツトキール

でも差支えないかも知れないが，船の ′

据りの鮎からはパーキールの方を船長

は望むものと考えるo , = (
（ハ） 甲板室の高さを低くしてGの位 ,

唾を成るべく低くすることに努め，船

の安定をも考えた上でフラツトキール

を採用するという事も考えられるが’ ノ
操護の見地からパ､-キールを希望する ′
適切な理由を見出し得ない。

本間題は次回に持越ずこと坐し各委
●

員に於て研究し置くことを申合せた｡ ，
2．推進器の件 一

本問題に淵し木下委員から次の意見
が述べられたo

回鱒敷鎚0乃至420位のものに就て
、

､計算した繕果仁依れぼ現在のプロペラ
は理論上青膜に依る最良プロペラより
もピッチが小となり，例えば現在のも
のはピッチ比は0．48であるがこれを

0.53位に増し竿が回鱒敷等を嗜慮し
弁場合に有效な結果を得らるべきであ

る。然しこれは計算を基礎とした理論

であり，之に伴う不都合な事が起るこ

とも考えねばならぬ。小型船に於ては 、

氷糟試験の結果が大型船の如く正確に

宜際の場合と了一致しないもので， この

眺尚研究を要する。

撒水P(1)(中次軸騒動)59m3/h×35

kg/cm2j4"×4〃

潅水P(1)手動11"×1i'ﾉ

6． 甲板溌械

鍔錨磯手動(1)鎖径1”

操齪機手動(1)ストック極82mm

揚網磯(中次軸庭勵) (1)31P

7．鋼材量

‘ ブロック建造にしない場合105.8トン

ブロック菖鎚の場合 89トン

現在では更に腫易化してE5トン巷錘に

納まる潔走。即ちブロック建叢を施行す

れば2割ij至3割程度節減出来る見込で
ある。 、
筒次回は熔接捧使用量,鋲數等比較域

討のことに決定した。

次に會田主査から構造上‘お一般的説明
があった｡先づ中央横敷面により検討し，

3トン，を標準としてブロック式建造を

行う場合に其分割方法を協淡した。之に

對し各委員より種々意見があったが，結

局纒る程度に至らず次回迄に3トン程度

を1ブロックとして計謹立案し持寄るこ

とLなった。

尚漁船に概ね現在採用しつ典あるパー

キールの問題に鯖れ，出來得ればこれを

フラツトキールにしたい旨の提案があっ

た。漁船研究委員會へ移牒して研究して

貰うことになった。

|
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2月13日(木)‐漁船研究委員會

一時及場所午俊'時半より‘1時迄酋船協會
事務所に於て

一’出席者松本委員長木村高木伊塵

栗田中村木下各委員

一議事、

1.電氣熔接研究委員歯から， 1を5噸鰹
、，

漁鮪廷船にはパーキールカ輔いているが

これを出来得ればフラットキールにし

たい。パーキールとしなければならな

い理由があるかとの照會があった。こ

れに對し次のような意見の開陳があっ
た。

／

／

〃
、
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１

'4日（金）電氣熔接研究委員倉第1分科會第
5回會昏

一時及場所午後1時半より3時半迄造船協
、

會事務所に於て一 一
‐j･

一出'席者禧田委員長，矢ケ崎主査，埴田

幹事，輻田，吉識，木原多田

赤木各委員

一一議事

／1残留雁力と疲努彊度との關係を調査

することLする。琶験に使用する試職

片の要目等に就て木原萎員から提示さ
‐ れ検討の結果次の通決定した。

（1）試溌片の大さ(粍）

平行部長さ最小200 〆

・ 平行部幅 75

、 制可草 約12

孔裡・ ・ ］6

チャック部長 115 〆‐

チやツク部幅 85

但し平行部の長さはグラインズーの

’ 能力の範函で極力大とすること。

（2）材料の試験並に虚理案,

、(ィ)赫料はフルアソニー,リングを

行う 〃

（ロ）魔理の経ったものにつき抗張

力試瞳を行う．

（ハ）顯級鏡意眞を撮る
〃

,ユ （二）分析を行う

（ホ）平行部はグライソダー仕上と

する

（へ）孔の仕上は特に入念に行うこ
と ，

2以上の試験片の製作は一括三菱横漬

遼船所に依頼するよう収計うこと。

18日（火） 木船研究委員會第6回委員會

一時及場所午後1時39分より4時30分
迄造船協會事務所に於て

、

壹一出席者吉識委員長金子竹鼻各幹事
上村原田市川小山吉田

武原各委員

一議事

1船膿溌みの標準測定法 〃

， 吉田委員から『木船煮膣歪測定要領」

‐ （資料12)に就て説明あり，討議の結果

二三の箇所に訂正を行った。原田委員

から「水管式船燈澆測定法｣(資料13）

に就て説明あり，且資施法の困難を指

摘したが，討議の結果試験的に蛮船に

就て施行して見るのがよいと云う事に

なった。尚前項の測定法は海運總局を

通じて適営な鑑船所に於て寅施し，今

年度一杯位で相當の賓料を得た噂､と思

う。

2上記の澆み測定法を3月上旬進水議

定の横漬ヨット工作所銚子工場の新造

船仁蛮施しこれを見學することを申合
せた◎

3甲板梁ピン結合の計算は次回へ廻ず

こととなった。

4次回議題を次のようにきめた。

（イ） 甲板ピン結合の計算

（ロ） 3月上旬の麓測定結果の検討

22日(土）電氣熔疾研究委員會第4分科曾第

3回貧合

一時及場所午後1時半より3時半迄造船協
會事務所に於て

一出席者福田委員長榊原主査禧田

吉識松木(代理濱野）島田

・郷鳥各委員

-f蹟事 一

1前回會合で會田，島田雨委員に依頼

して置いた参考費料自由型船の中央横
徴圖6葉と,｢建造過程に就て」7班と

を出席委員に配布した。

2榊原主査から自由型船の熔接鬮遥に
‘就て岡面の説明があった。

3自由型船の損傷及補過關係資料を次

回會合の際埴田委員から配布して蘆う

こと及その説明を木原委員にやって貰
うよう申合せた◎

4自由型船の温度計算参考資料を吉識
今井雨委員に蒐集方依頼することに申
合せた。

5臓弧度計算を今井委員に依頼するこ
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(5）

ととし.A.B.ruleに依るScantling '一時及場所午後2時より、4時30分迄日本

は街鴫委員より今労委員に邊附して出 工業倶樂部に於て

來得れば次回會合迄に比較計算をやつ 一出席者井口會長・山縣，加藤，吉識，
て貰うことに申合せた。 常松各理事･頑田，朝永各監事

6自由到船熔族溝迭要領番（差営り外 、 出淵事務長

板上甲板等主要部)は島田委員に依頼 ‘一議 事 ・

することに申合せた。 “ ’入迄翁承認の件(別項参照）
24日（月）特殊研究集録委員會第3回委員會 2春季講演會並に臨時總曾開膨闘日Q
一時及場所午後2時半より dI時迄造船協會 件

・ 事務所に於て 本年度赤季講減禽健諸般の準備に要

一出席者、小野委員長出淵，嵩雨幹事， する日數を老感じて5月18R(B)-j
淵祇輻田山縣赤崎吉武 京で開催すること ’

牧野近藤矢杉輻井各委員 ！ 尚同日次霧己載の定款細則壷更を議す

一議 事 るため臨時總會を開く事#こ申合せ評議
’・委員長から新任幹事委員清龍和君 員會に諮ることになった。
を紹介したc : . 3･定款及細則塞更の件
2．2月24日迄に集った下記各造船所 、 前回理事會の決議に従い，會報雑纂

から提出の特殊研究事項を刷物にして、 を暖して會誌一本連とすること並仁事
配布した。 務所移韓に關蓮し，定款，細則の一部
函館般渠名古屋造船所三井玉野製 を愛更することとし，次回評議員會に
作所三菱重工業各造船所(第1回分） ． ． 附議することとなった。
筒播潜造船所の分ぱ吉武委員から提出 4．昭和22年度文部省科學試鹸蜜に閲
せらるるよう依頼した。 する研究計霊調雪の件

〆3．出版の形式に關しては次のような分 文部省から上記の件に就て照會があ
類法に従って分類した上で考えること 、つたので，之iこ對し次の3項目につき
とずる・ 調書を提出するごとを申合せた。
（イ）記鋒便値の重要度によって分類 〃 （ィ）電氣熔接の船膣建造への窓用
する方法 （ﾛ）木船降進改善に閥する研究
（口）發表の形式によって分類する方 。 ．(ハ）漁船の改良に關する研究

法 ． ． 、 a雛術用語制定打合衝委員推罵の件
筒今迄に集った項目の上記分類に關L“ 文部ﾁ5科學激育局長から上記委員曾
ては次のような4委員曾に於て夫々審 へ委員1名選出方依頼があったが, 3

月の許譲員曾に諮った上で洙めること識することに申合せた。

蕾海軍關係 主査頑田委員､ l ･ になった。
． ‘民間會吐關係 主査常松委員 27'日（木）電氣熔接研究委員會第3分科會第

、 民問會)吐關係小委員曾委員の人選は常 3回會合

松委員に一任すること，及上記(ｲ)の一時及場所午農'時半より4時迄造船協會
事務所に於て

分類方法に關しては輻田，繕松雨主査

に於て協議することになった。 ｰ‐出席者輻田委員長會田主査島田
今井遠山清水各委員他に4藻算及謝圏は資金調達の模様に従っ

て後日決めることにした。 ‘ 三菱横演造船所吉田氏
26日（水）定例虚事會 一議 事
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(6）
一

中央横敵面を中心に種冬検討し，各 トパー等を介せ_ず，直ちに外板面に熔

ブロックの大いさ及範函を決定し筒之． 接のこと但し甲板との取合は幕板を

等のプ戸ツク構造に對する熔接施行部 介して熔撰すること。

分を検討した。次に主要部分の接合郡 外板と甲板との収合徳ストリンガーア

ち熔接か鋏鋲力の決定せるものを塁げ ソグルを置き,鋲着とし， ピームニー

ると はピ戸ムに對し鋲篭， フレームに對し

で)外板 熔接を行うこと。
底部外板と側部外板とに分割也側 甲板ブロックの接手は側部外板のプF，

部外板はピルヂ外板を含めて’プ画ツ ツク接手に對し適當にシフトするこ・

クとなし， フレームとの収合は熔磯と と。プ戸一ア，主機毫，補機壷の外板

する。但しレパースとせず， ブラソヂ 面取付はブラツトパ一等を介せず直ち

を外板面に沼わせ熔接する。底部外板′ ・に熔接して可なること9

は一ブロックとし船塞上に組立て全熔 尚次回迄に清水委員外板のブロック

， 接計寒である。 建造計謹を立案することとなった。

‘(2)隔 壁

縦隔壁は適當なブロックとし地上組 新入藍者(2月26日承認の分）

立に．ご溶接する。スァィブナーはレバ 團盤員日本船舶工業聯盟
～スとなし熔接結合とする。榔爵壁も 正‘員熊凝武晴
縦隔壁と同様施行す：る。 准員倉海健治栗屋正春小倉 壁
←(3)甲 板 學生員富田信郎山口昌一郎小林務

． 船の長さの方向iこ板を配匿し，適當 原 康懲打田佐太郎小林敏走

なブロックを地上で組立て， ビームは 、磯野敬一邪油田 有松本 哲

レパースとなし全熔接とする。 吉武哲也小杉陸群中野和夫

村井秀一進蕊正浩大村清一（4）主機選及補磯選
柴田 寛領家俵彦樋口孝子郎

極力地上で熔接組立を行う。
西 哲徳奥閲寛人藤得利博

次にブロック相互の取合(現場の接合）
濱田.営彦上野‘則義元島憲一

に就ては外板は何れもバツrウエルド
演田信夫渡溌昭二永吉純一

となし， キール底部外板，側部外板の
山野内欣一・迫田直巳金子幸雄

接手を適営にシフトする外悼全部熔接 井上敏郎青山哲哉藤川芳郎

線は'線で差支なきこと｡ ’ 小林茂夫壷岡光一磯間兎吉
甲板の現場接合は同牒パツトウエルド 瓜谷拓嗣
となすb外板と隔壁との接合は､ノラツ ー死亡禽負川原五郎讃昭和22年2月12日
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大塚"工場
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タツノ式〃 ガソリン計量器
轄許タツノ式各種油地下安全貯蔵装睡・タツノ式ロークリーポンフ・及ピ各種ポンプ類
高級パルプコック類及諸機賊製造販斑・土木建築設計工事請負代願一切

株式
會牡 東

二 詞＝

泉 籠野製所作
本吐東京都港厘芝浦町ニノ三 電話三出(45)137-9.3138

名古屋支店名古屋市中村腿花車町ニノニ七 大阪支店大阪市北I高小松川町一○
電話名古屋本局‘'苫780 ． 3716 ‘屯話豊崎1715

､ J －

N.K.タンマシ電篭艫
最高温度2300.C
タングステンdモリ

(金属熔解
温度上昇敏速2000｡C

'高岡電機製作所

‐

新式改良型

常用温度2()00℃ ’
ブデン白金其ノ他稀有
分析研究用）

迄上議譲耀蓋晶険ﾅｼ〕
東京都澁谷庭代々木西原町九上五
電話従橋7 4 d

●

本誌上への康告は 取扱紅 共榮邇信祗へ催事務所東京都品川厘西品川四ﾉ九三二



出

凸
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ｌ
ｒ
Ⅱ
日
日
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
口
■
０
口
ｊ
ｐ
■
８
１
．
０
Ⅱ
日

日

Ⅱ

Ⅱ

ｉ

ｑ

Ⅱ

０

１

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

１

Ｉ

１

４

Ｉ

ｊ

１

１

ｌ

ｌ

・

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

ｈ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｆ

ｌ

’
1

I

第50期年度秋季講演會論文募集『 ′

下記要領により秋季講演會で發表せらる､､論文を

募集致します。奮って御申込下さい。

昭和22年7月 造船協會

’
論文募集要領

（1） ぺ一宏歎制限 、

・用紙及印刷能力が極度に逼迫していますので、論文原稿枚

數を圖表共で、 250字詰原稿用紙50枚に制限します。印刷にして
’
I

約7頁になる豫定です。

（2）締切期日

（イ）表題のみを、 8月15日迄に御通知下さい。 、
一

（口）原稿用紙四五枚程度の梗概を附しﾅz奎文原稿（己む

を得ない場合に梗概のみでも結構です）を2－且些旦

迄に御送附下さい締切期日は特に縦守せらる刃よう

御願いします。

（3）癸文原稿には英文の梗概を附して下さい。
′

（4）會員多數の希望もめりますので、設計、工作法、作業等に

‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｂ
ｌ
Ｉ

｜

#

’

I

關する論文及機關々係の論文を發表せらる団よう切望致し、

ます。

（5）原稿用紙は御申込次第暹附致します。

（以上）

J


